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令和７年８月１日 

山形市野草園だより （８月号） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ここ数年猛暑の夏が続いていますが、この暑さにも負けず、山林の木陰の中でけ

なげに咲いている３種です。おもわず、がんばれ～！と応援したくなります。 
もちろん、これ以外にも多くの植物たちが皆さんを迎えてくれますよ～。 
皆さん、熱中症に注意しながら、できる限り日差しを避け、木陰の中でたくさん

の草花たちを楽しんでください！！ 
 

 

 

 

野草園は

ポイント対象施設です 

山形市野草園  山形市大字神尾 832-3 

電話 023-634-4120 

＜アケボノソウ＞ 
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◆開園期間 

○開園期間  ４／1（火）～１１／３０（日） 

○休 園 日  毎週月曜日（ただし 月曜日が祝日の場合は翌平日） 

        ＊８月の休園日：８／４（月）、８／１２（火）、８／１８（月）、８／２５（月） 

 

◆野草園は SUKSKポイント対象施設 

○内 容 専用のスマホアプリで二次元コードを読み取るかポイントシールを受け取ることで、１回の

来園で５００ポイント付与（１日１回まで）《詳細は「山形市 健康ポイント スクスク」で検索》 

 

◆ガイドウォーキング 

○実施日 毎週日曜日・祝日 1 日 2 回実施  ＊９月は土曜日も実施します 

     ＊８月の実施日：８／３（日）、８／１０（日）、８／１１（月）、８／１７（日）、８／２４（日） 

○時 間 ① １０：３０～１１：３０  ② １３：３０～１４：３０ 

○内 容 その日の見頃の場所・見頃の植物を案内 

○費 用 無料（入園料３００円は別途） 

 

◆絶滅危惧植物パネル展 
○日 時  ７月１８日（金）～８月２１日（木） ９：００～１６：３０ 

○場 所  自然学習センター内  

 ○内 容  園内に生育する絶滅危惧植物などの紹介 
 

◆ボタニカルアート作品展 

○日 時  ８月３１日（日）～９月２８日（日） ９：００～１６：３０ 

（※ ３１日は１３：００から、２８日は１３：００まで） 

○場 所  自然学習センター内 

○内 容  ボタニカルアート教室の先生と生徒の作品を展示                 
 ○費 用  無料（入園料３００円は別途） 
 

◆山の日記念 花苗プレゼント 
○月 日  ８月１１日（月）祝日 山の日 

○時 間  ９：００～ なくなり次第終了 

 ○内 容  山の日を記念し、センニチコウのポット苗をプレゼント 

 ○対 象  入園者 先着１００人 

 ○費 用  無料（入園料３００円は別途） 

 

◆木工工作コーナー 
〇日 時  ７／２７（日）～８／８（金） １０：００～１２：００ 

 〇内 容  木の枝等を使って自由に工作できるコーナーを設置 

〇申 込  事前申込なし（当日の入園で参加いただけます）   

〇参加費  無料（入園料３００円は別途） 

〇場 所  園内 自然学習センター ピロティ 

 

 

 

８～９月中旬の予定 
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◆木工工作教室  
○日 時  ８／９（土） ９：３０～１２：００              

 ○内 容  木の枝等を使って自由に工作             

○申 込  小学生とその保護者 先着８組 ７／６（日）～ 野草園まで電話で 

○参加費  無料（入園料３００円は別途） 

 

◆みんなで青空ヨガ・ストレッチ 

○日 時  ８月９日（土）  

１回目 ９：１５ ～ ９：４５ ２回目１０：１５～１０：４５ 

○内 容  自然の中でヨガ・ストレッチの体験 

○申 込  事前申し込みなし 各回子どもから大人まで 

○参加費  無料（入園料３００円は別途） 

 

◆ナチュラルリース教室 
○日 時  ８／２３（土） １０：００～１２：００              

 ○内 容  自然素材だけを使ってリース作製 

○申 込  先着１５人 ８／６（水）～ 野草園まで電話で 

○参加費  ２，４００円（入園料３００円は別途）高校生以下２，４００円（入園料なし） 

◆薬草を楽しむ健康ウォーキング 
 ○日 時  ８月２４日（日） １０：００～１２：３０ 
○内 容  ウォーキングと野草・薬草の説明、特製スムージーで水分と栄養補給あり 

○申 込  先着３０人 ８／１６（土）まで電話で萬屋薬局へ ０２３－６２３－１８０５ 

○参加費  入園料込８００円 

◆薬草講座（第２回） 

○日 時  ８／３０（土）  １０：００～１２：００ 

○場 所  野草園内自然学習センター・薬草コーナー 等 

○内 容  園内を散策しながら生活に役立つ薬草について学習。薬草茶の試飲があります 

○申 込  先着１５名  ８／６（水）～ 野草園まで電話で 

○参加費  入園料込５００円（高校生以下２００円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
◆開花した花等の紹介 
〇野草園のホームページから観察日記・インスタグラム 

をご覧ください。  

園内の様子や開花状況等をお知らせいたします。 

 〇ホームページ内の「植物検索システム」で園内の植物 

を検索できます。 

 

検索できる植物を少しずつ増やしていく予定です。 

▲野草園観察日記▲ 

 

◆カフェの営業・山野草販売 （於 自然学習センター） 

〇カフェ やまぼうし  

《営業》土曜・日曜  ８／９（土）は臨時休業  ８／１１（月）山の日は営業します。 

《メニュー》カレー（ブラック・グリーン）、ピザトースト、ハム野菜サンド、 

バナナシェイク、コーヒー（アイス・ホット）  

〇山野草販売   

《営業》土曜・日曜・祝日に販売予定（平日販売の場合もあり・夏の期間休業あり） 

 

▲インスタグラム▲ 
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●● ８月の風景 ●● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木工工作教室 

 

※教室は昨年の様子 

 

薬草講座 
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１ ヒヨドリバナ ２ ヤマユリ 

３ キツリフネ 

４ ツリフネソウ 

５ ｻﾗｼﾅｼｮｳﾏ 

６ コオニユリ 

７ ｶﾘｶﾞﾈｿｳ 

８ ﾌｼｸﾞﾛｾﾝﾉｳ 

９ ｵｾﾞｺｳﾎﾈ 

10 クルマユリ 

11オニユリ 

20 ヒオウギ 

12 ヒツジグサ 13 ｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ 14キキョウ 

15オミナエシ 16 フジバカマ 17ルリタマアザミ 

18ヤマハギ 

19 カライトソウ 

2

21 マツムシソウ 

22 ハナトラノオ 

23 スイレン 24 レンゲショウマ 
25 アケボノソウ 

４
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●●● ８月に見られる主な花 ●●     場 所 は見られる主な場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 ヒヨドリバナ（キク科）炭焼小屋上 

山野に生える多年草で、草丈は１～２ｍ程、葉は短

柄で対生します。茎先に散房状に多数の白色の花を付

けます。稀に薄い紅色を帯びる花もあります。花は筒

状花だけの集まりで、雌しべの花柱が２つに分かれて

長く伸びています。ヒヨドリが鳴く頃に花が咲くこと

が名前の由来といわれています。 

２ ヤマユリ(ユリ科) 薬草コーナー周辺 

山地に生える日本固有種のユリです。高さ１～1.5

ｍの茎は直立しますが、大輪の花の重みで少し倒れ

てしまうものが多いようです。茎先に数個咲く花は

径 20 ㎝を超え、強い芳香があります。白い花弁の

内側には赤い小点がたくさんあります。その姿は豪

華で華麗、まさに「ユリの女王」です。 

３ キツリフネ（ツリフネソウ科）藤棚南 

山地の林内や林縁など、湿った半日陰地に生育する

１年草で、草丈は５０ｃｍ程です。葉の付け根から花

茎を出し、黄色の花を釣り下げます。淡紅色のツリフ

ネソウの距が巻いているのに対して、本種は距が伸び

ています。 

４ ツリフネソウ（ツリフネソウ科）藤棚南 

水辺に群生する１年草で、茎は赤みを帯び節がふく

らみます。葉の基部はくさび形で形は菱状楕円形、縁

には鋸歯があります。茎先に数個の紅紫色の花を釣り

下げます。距は著しく後ろに突き出て渦巻き状になっ

ています。果実は熟すと果皮が裂けて種子を飛ばしま

す。名の由来は、花の姿が花器の釣舟に似ることによ

ります。 

 ５ サラシナショウマ（キンポウゲ科）藤棚南 

落葉樹林内や草原などに生える多年草です。茎の先

に総状花序を出し、柄のある白い小さな花を密につけ

ます。花には両生花と雄花があり、萼片は楕円形で早落

します。名前は晒菜升麻で、若葉をゆでて水でさらして

食べることが由来です。根茎は肥大し、乾かしたものは

生薬の升麻で解毒・解熱剤などになります。 
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６ コオニユリ(ユリ科) ひょうたん池南側道路 

日当たりの良い湿り気のある山地に生える多年草で

す。葉は線状披針形で、葉のわきにオニユリのように 

ムカゴはつきません。茎の先端に黄赤色の花をつけま

すが、花の数はオニユリよりも少なく、形も少し小さ

めです。花弁は６個、上部はそり返り内側には紫黒色

の小点がまばらにあります。オニユリよりも小さいこ

とが名前の由来です。 

７ カリガネソウ（シソ科）ミズキ林 

山地や原野に生える多年草です。近くによると臭気

がします。茎の断面は四角形で、葉は鋸歯のある広卵

形で対生します。葉腋から長い柄を持つ集散花序を出

して、紫色の唇形花をまばらに付けます。雄しべ、花

柱ともに長く、花冠から飛び出すのが特徴です。花の

形が雁（かり）の姿に似ていることが名前の由来です。 

８ フシグロセンノウ（ナデシコ科） 

ひょうたん池西側林内 

山地や林中に生育する多年草で、オレンジ色で径５㎝

程の５弁花を平らに開きます。名前の由来は、茎の節

の部分が茶色っぽい紫黒色なので「節黒」、京都嵯峨

仙翁寺というところが作出したので「仙翁」だそうで

す。萼は筒状で、先が５つに裂けます。葉は卵形で対

生、葉の先は尖り、縁には毛が生えています。 

９ オゼコウホネ（スイレン科）ひょうたん池 

高山や北地の池沼に生える多年生の水草です。水に沈ん

でいる葉と水面に浮かぶ葉があり、水面の葉は深く切れ込

みがあります。長い花茎を水面に出し、黄色の花を１個開

きます。黄色の花弁のように見えるのは萼片で、内部に小

形の花弁があります。コウホネとは雌しべの柱頭盤が赤い

ことで区別することができます。コウホネは黄色です。 

１０ クルマユリ（ユリ科）ひょうたん池北 

本州中部以北の亜高山帯の草原に生える多年草で

す。葉は茎の中央部付近に６～１５枚が輪生し、その

上部に３～４枚がまばらにつきます。茎の先に黄赤色

の花をつけ、花は下を向きます。花弁はせまい披針形

で広く基部から開いてそり返ります。葉が放射状につ

いている様子を車輪にたとえたことが名前の由来で

す。 
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１１ オニユリ(ユリ科) 野草の丘西側斜面 

茎の頂に、径１０～１２㎝の朱色の花を数個つけま

す。花被片は、赤橙色で暗紫色の斑点が多数あり、大

きく反り返ります。長い雄しべと葯の紫色も目立ちま

すが、それ以上に葉の基部に付くムカゴ（零余子）が

目立ち、他のものと見分ける大きな特徴になっていま

す。花の色が鬼を思わせることが名前の由来です。 

１２ ヒツジグサ（スイレン科）大平沼 

湖沼に見られる多年生水草です。卵円形で光沢があ

る緑色の葉を水上に浮かべて、細長い花柄の先に白い

花を開きます。萼片は４枚で緑色、花弁は白色で８～

１５枚あり長さは萼片とほぼ同じです。黄色い雄しべ

の葯が目立ちます。名前は未草（ヒツジグサ）で、未

の刻（午後２時）頃に開くことに由来します。夕方に

は花を閉じてしまいます。 

１３ カワラナデシコ（ナデシコ科）七草の庭 

各地の山野に自生する多年生草本です。葉は対生

し、線形または披針形で、基部は茎を少し抱きます。

花茎の先に咲く淡紅紫色の花は、花弁の先が細かく裂

けとても優美に見えます。秋の七草のひとつに数えら

れていますが、７月には咲き始めます。河原に生える

可憐な花の様子が名前の由来です。 

１４ キキョウ（キキョウ科）七草の庭 

日当たりのよい山地や野原などに生える多年草で

す。根は太く黄白色をしており、薬用とされます。葉

は長卵形で先は尖り、縁には鋸歯があります。茎の上

部に青紫色の鐘形５裂の花を開きます。秋の七草でい

うアサガオはキキョウのことだといわれています。 

1５ オミナエシ（スイカズラ科）七草の庭 

日当たりの良い山野に生える多年草です。葉は対生

し羽状に分裂し、裂片は尖ります。茎は上部で枝分か

れし、そこに黄色の小さい花を多数つけます。秋の七

草として有名な植物です。花が満開になるとその独特

なにおいで、オミナエシが咲いていることがわかりま

す。 
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１６ フジバカマ（キク科）七草の庭 

奈良時代に中国から渡来し、本州の関東地方以西、四

国、九州などに野生する多年草です。葉は短い柄があっ

て対生し、長楕円形～長楕円状披針形でふつう３深裂し

ます。頭花は淡紅紫色で５個の筒状花があり、それが散

房状にたくさんついています。秋の七草のひとつです

が、野生のフジバカマは少なくなっています。 

1７ ルリタマアザミ（キク科）七草の庭 

地中海沿岸～西アジアを中心に約 120 種類が分布

する多年草です。草丈は 1m 前後になります。葉は長

楕円形で深く切れ込みが入り、縁にトゲがあります。

葉の形は、アザミの葉に似ています。淡いブルー、も

しくは白色の小さな花がまとまって咲き、直径 4cm

～5cm の球形(頭状花)になります。切り花やドライフ

ラワーに利用されます。 

1８ ヤマハギ（マメ科）七草の庭 

山野に生える高さ２ｍ程の落葉低木です。葉腋から長

い花柄を伸ばし花をつけます。紅紫色の蝶形花で、翼弁

の色は濃く、ほぼ竜骨弁と同じ長さで少し内側に曲がり

ます。長い葉柄があり、広楕円形の小葉は先端は円形。

花柄も長く、葉の間から花穂が突き出しているのが特徴

です。秋の七草に詠まれているハギは本種であると言わ

れています。 

１９ カライトソウ（バラ科）七草の庭 

山の草原に自生し草丈は１ｍ程です。葉は楕円形で、

縁に波形のギザギザが入ります。穂状の花は先端から

根元に向かって咲き、花弁はありません。雄しべが紅

紫色で長く、花の外に突出したような感じになります。

雄しべを唐糸(絹)に見立てたことが名前の由来です。 

20 ヒオウギ（アヤメ科）スワンヒルの庭 

山地の原野に生える多年草です。観賞用としても栽

培されています。葉は広い剣状で扇形に並び、多少白

っぽいようです。夏に茎が何度も枝分かれし、枝の端

に有柄の花をつけます。花被片は 6 個で水平に開き、

楕円状でへら形、黄赤色で内側に濃い暗紅点が多数あ

ります。名前の由来は、葉の並び方が桧扇に似ている

ことです。 
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２３ スイレン（スイレン科）吉林の庭 

水底の土中に根と地下茎があり、葉と花は水面に浮

きます。スイレン属は花が美しいのでよく栽培されま

す。葉の形は円形で一方が深く切れ込み、花弁と雄し

べは多数あり、雌しべは合生して柱頭は放射状になり

ます。「睡蓮」の名前は、「朝に花が開いて夜に閉じる」

睡る蓮ということに由来します。 

 

２４ レンゲショウマ（キンポウゲ科）大カーブ 

本州の太平洋側などの深山に生える多年草で、日本固

有種です。葉は大形で２～４回３出複葉、小葉は卵形で

す。茎の上部に淡紫色の花をまばらに下向きにつけま

す。花の外側は花弁状の萼片で、内側にある花弁は先が

紫色をしています。花がハスに、葉がサラシナショウマ

に似ていることが名前の由来です。 

21 マツムシソウ（スイカズラ科） 

スワンヒルの庭東 

山地の草原に生える２年草で、根生葉はロゼット状

で冬を越します。マツムシが鳴く頃に花を咲かせる

ことが、松虫草の名前の由来です。頭花のふちの小花

は５裂し、外側の裂片は大きくなります。また、中心

部の小花は筒状になり同じ大きさに５裂します。 

２２ ハナトラノオ（シソ科）スワンヒルの庭西 

北米原産で大正時代に渡来しました。穂状の花序にピ

ンク色又は白色の花を付けます。別名「角虎ノ尾（カク

トラノオ）」。茎が角ばっていて花が虎の尾に似ている

ことから付けられた名前です。さらに、花が美しいので

「花の虎の尾」の名前がついたようです。とても丈夫

で、ほとんど世話が必要ありません。 

 2５ アケボノソウ（リンドウ科）案内標識㉗ 

山野の湿り気のあるところに生える２年草で、茎は

直立して枝分かれします。葉は対生し、形は披針形で

す。合弁花ですが、白い花は深く５裂し、ほとんど離弁

花に見えます。裂片には黄緑色の蜜腺溝が２個と黒紫

色の斑点が多数あります。花の色を明け方の空に見立

て、斑点模様を夜明けの星々に見立てたことが「曙草」

の名前の由来です。 


